


富士見市は、武

蔵野台地の北東

縁に位置しヽ東

半部を占める荒

川低地は縄文時

代には海でした。

水子貝塚は、魚

や貝などの海の幸を求めて集まつた人々が残した貝塚

のひとつです。

昭禾□12年 (1937)の発見以来数回の発掘調査が実施

され、竪穴住居跡内に残された小貝塚が環状に分布す

る縄文時代前期中頃 (約 6,000～ 5,500年 前)の集落

跡であることが明らかになりました。これらの成果か

ら昭不□44年 (1969)に国史跡に指定されました (指

定地面積39,346.85r)。

堅穴住居跡  .=  ■|        ‐

住居跡からはヽ |シ|ジ
ミを中心にカキやノ,ヽヌ・グッ.なギが・‐

混ける界塚グ発昇さ4ま .した。15号年辱の貝での下|か

"_

日召禾□13年 (1938)>

東京考古学会
による調査

住居跡2軒発見

く昭禾□14年 (1939)

東京大学人類学教室

による調査

環状集落跡であるこ

とが半」明

日召不□42年 (1967)>

富士見町教育委員会
による調査

住居跡3軒発見 |
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畠高:患        キitiま与:‐

秋には様 な々植物がその実を実らせますも
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